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能

神
秘
劇
と
し
て
の
能
と

『
五
位
』
の
芸
境
～
申
楽
と
仏
教
（
11
）

何
事
に
も
理
論
と
実
践
、
観
念
と
現
実
（
事
実
）、
抽
象
と

具
象
な
ど
、
両
極
と
も
両
軸
と
も
言
え
る
対
極
的
な
対
照
軸

が
あ
る
。
例
え
ば
あ
る
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ

の
技
術
が
ど
の
よ
う
な
構
造
や
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
か
、

そ
の
理

こ
と
わ
り（

理
論
）
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
し
、
実
際
に
そ
の
運
用

を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
理
論
と
実
践
と
の
両
輪
が
う
ま

く
回
転
し
て
初
め
て
技
術
の
習
得
や
習
熟
が
可
能
と
な
る
。

世
阿
弥
や
能
の
場
合
、
そ
れ
は
伝
書
（
理
論
的
著
作
）
と
実

作
（
謡
曲
・
演
舞
・
作
品
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
伝
書
も

大
き
く
演
技
・
演
出
論
と
申
楽
起
源
論
と
芸
境
（
芸
位
・
芸
美
）・

修
道
（
役
者
修
行
）
論
に
分
か
れ
る
。

例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
参
考
に
す
れ
ば
、
組
織
神

学
と
実
践
神
学
と
歴
史
神
学
の
三
種
が
あ
り
、
中
世
に
は
神

秘
劇
が
発
達
し
た
。
こ
の
神
秘
劇
の
展
開
が
能
の
発
生
と
展

開
を
考
え
て
い
く
上
で
参
考
に
な
る
。
組
織
神
学
の
中
心
は
、

も
ち
ろ
ん
、
神
論
、
キ
リ
ス
ト
論
、
三
位
一
体
論
、
教
会
論
、

救
済
論
、
終
末
論
な
ど
、
神
や
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
や
聖
霊

の
存
在
に
つ
い
て
の
信
仰
的
弁
証
と
、
罪
を
犯
し
た
人
間
が

ど
の
よ
う
に
救
済
さ
れ
る
の
か
と
い
う
救
済
へ
の
道
筋
の
提

示
が
あ
っ
た
。
実
践
神
学
で
は
、
信
徒
に
授
け
る
秘

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
跡
を
含

む
典
礼
の
数
々
、
そ
し
て
説
教
や
伝
道
（
布
教
・
教
化
）
が
中

鎌
田
東
二

─
神
道
と
仏
教
か
ら
見
た
能
の
信
仰
世
界
（
十
六
）
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心
課
題
と
な
る
。
歴
史
神
学
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
教
会
や

歴
史
把
握
・
歴
史
認
識
が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
を
仏
教
に
当
て
は
め
る
と
、
仏
教
教
学
・
仏
教
布
教
・

仏
教
史
の
三
領
域
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
秘
劇
に
当
た

る
も
の
が
、
説
教
節
と
か
「
熊く

ま

野の

十じ
っ

界か
い

曼ま
ん

荼だ

羅ら

図ず

」
や
「
当

麻
曼
荼
羅
」「
立
山
曼
荼
羅
」
な
ど
の
各
種
絵
解
き
に
な
る
。

そ
し
て
、
能
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
神
秘
劇
（m

ystērion

m
ystère　

m
ystery plays　

m
iracle plays

）
」
に
該
当
す
る
形

式
と
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
劇
は
「
聖
史

劇
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、有
名
な
バ
ッ
ハ
の
「
マ

タ
イ
受
難
曲
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、『
新
約
聖
書
』
の
「
福

音
書
」
に
記
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
や
受
難
や
復
活
を
中

心
的
な
話
材
と
し
て
い
る
が
、そ
れ
に
加
え
て
、『
旧
約
聖
書
』

の
天
地
創
造
や
ノ
ア
の
箱
舟
な
ど
の
物
語
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
の
聖
人
の
事
績
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

各
地
の
聖
人
伝
説
を
元
に
し
た
神
秘
劇
な
ど
は
、
能
に
お

け
る
「
諸
国
一
見
の
回
国
の
僧
」
の
物
語
に
も
似
て
、
キ
リ

ス
ト
教
的
霊
験
集
で
あ
る
。
能
が
、
ヒ
ー
ラ
ー
で
も
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
も
祈
祷
師
で
も
あ
る
諸
国
一
見
の
僧
が
土
地
の
霊

の
語
り
を
聴
き
取
っ
て
成
仏
に
導
く
霊
験
集
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
劇
と
神
仏
習
合
的
能
・
申
楽
を

比
較
宗
教
演
劇
的
な
観
点
か
ら
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
は
大

き
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の

神
話
な
ど
を
素
材
と
し
た
作
品
、
ま
た
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊

勢
物
語
』
な
ど
の
物
語
を
素
材
と
し
た
作
品
、さ
ら
に
は
『
平

家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
や
『
義
経
記
』
な
ど
の
歴
史
的

事
件
の
記
録
を
素
材
と
し
た
作
品
な
ど
、
能
の
作
品
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
秘
劇
と
比
較
し
て
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
能
の
持
つ
神
聖
演
劇
な
い
し
宗
教
劇
と
し
て

の
特
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

明
智
光
秀
や
織
田
信
長
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
日
本
で

も
っ
と
も
キ
リ
ス
ト
教
が
広
が
り
、
勢
力
を
持
っ
た
時
期
で

あ
り
、
そ
の
時
、
京
都
や
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
（
神
学
校
）
な

ど
で
神
秘
劇
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

（
一
五
〇
六
─
一
五
五
二
）
を
始
め
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
の

伴バ
テ
レ
ン

天
連
（
神
父　

padre

）
が
伝
え
た
。

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
は
、
後
に
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
（
キ

リ
シ
タ
ン
）
と
な
っ
た
明
智
光
秀
の
三
女
の
細
川
ガ
ラ
シ
ャ

（
明
智
珠
子
）
が
生
ま
れ
た
年
で
あ
る
が
、
こ
の
年
、『
旧
約
聖
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書
』
冒
頭
の
「
創
世
記
」
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ
や
そ
の
子
孫
の

ノ
ア
の
物
語
を
元
に
し
た
神
秘
劇
（
宗
教
劇
）
が
京
都
や
大
阪

河
内
キ
リ
シ
タ
ン
の
拠
点
で
あ
っ
た
三
箇
や
九
州
の
有
馬
な

ど
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
』（
村

上
直
次
郎
訳
、
雄
松
堂
書
店
、
一
九
六
八
年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
あ
く
ま
で
教
化
布
教
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
そ
こ
に

「
わ
が
聖
教
の
驚
嘆
す
べ
き
秘
義
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
神
秘
劇
が
能
の
配
役

や
演
出
を
使
っ
て
上
演
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
林
家

辰
三
郎
は
『
古
典
文
化
の
創
造
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六

四
年
）
の
中
で
、
シ
テ
・
ワ
キ
・
ツ
レ
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ

た
と
推
測
し
て
い
る
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
報
告
し
た
「
日
欧
文
化
比
較　

第

十
三
章　

日
本
の
劇
、
喜
劇
、
舞
踊
、
歌
お
よ
び
楽
器
に
つ

い
て
」（
『
大
航
海
時
代
叢
書
』
I
─
11
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）

に
は
、「
７ 

わ
れ
わ
れ
の
劇
は
談
話
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
る
。

彼
ら
の
は
ほ
と
ん
ど
常
に
歌
い
、
ま
た
は
踊
る
。
／
８ 

わ

れ
わ
れ
の
間
で
は
劇
の
最
中
に
騒
ぐ
こ
と
は
妨
害
で
あ
り
、

怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
外
に

い
る
者
が
大
き
な
叫
び
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
演
技
者
を
褒
め

飾
る
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
。
／
９ 

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
仮

面
は
顎
を
鬚

あ
ご
ひ
げか

ら
下
ま
で
蔽
う
て
い
る
。
日
本
の
は
き
わ
め

て
小
さ
く
、
婦
人
の
役
を
演
ず
る
場
合
で
も
下
か
ら
鬚
が
見

え
る
。
／
10 

わ
れ
わ
れ
の
場
合
、
喜
劇
ま
た
は
悲
劇
を
演

ず
る
時
は
優
美
な
音
楽
を
伴
う
て
い
る
。
日
本
で
は
盃
状
を

し
た
小ア

タ
バ
リ
ニ
ヨ

太
鼓
と
二
本
の
撥パ

オ

を
用
い
る
鑵ア

タ

鼓バ
レ

、
一
本
の
竹
の

横ピ
フ
ア
ロ笛

で
あ
る
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
こ
れ

を
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
に
著
し
た
。

こ
こ
で
、
西
欧
神
秘
劇
が
セ
リ
フ
劇
で
あ
り
、
能
が
歌
舞

劇
で
あ
る
こ
と
。
神
秘
劇
で
は
沈
黙
が
守
ら
れ
る
が
、
能
で

は
上
演
中
に
大
声
を
上
げ
て
演
者
を
褒
め
る
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
こ
れ
は
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
当

時
の
上
演
状
況
と
し
て
興
味
深
い
報
告
で
あ
る
。
ま
た
、
両

者
の
音
楽
の
違
い
の
記
述
も
興
味
深
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
バ

テ
レ
ン
た
ち
は
、
日
本
の
能
を
う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
キ

リ
ス
ト
教
神
秘
劇
を
教
化
活
動
に
使
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
能
が
神
秘
劇
に
活
用
さ
れ
る
ほ
ど
に
神
秘
性
や

宗
教
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
能
の
組
織
神
学
的
な
側
面
を
見
て
み
た
い
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
世
阿
弥
の
「
神
学
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
花
」
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で
あ
り
、「
幽
玄
」
で
あ
り
、「
妙
」（
あ
る
い
は
妙
花
）
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
、
例
え
ば
『
五
位
』
や
『
九
位
』
の
芸
境
（
芸
位
）
論

で
は
、
天
台
教
学
や
『
詩
経
』（
毛
詩
）
や
儒
書
な
ど
の
引
用

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

『
五
位
』
で
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

一
、
妙

み
ょ
う

風ふ
う「

言
語
道
断
、
不
思
議
、
心
行
所
滅
之
処
、

　
　
　
　
　

謂
之
妙
」

二
、
感か

ん

風ぷ
う「
正
得
失
、
動
天
地
、
感
鬼
神
。
謂
之
感
」

三
、
意い

風ふ
う「
意
中
有
景
、
景
中
有
意
」

四
、
見け

ん

風ぷ
う「

視
水
有
道
、
必
視
其
瀾
」

五
、
声

し
ょ
う

風ふ
う「
情
発
於
声
、
々
成
文
、
謂
之
音
」

こ
こ
で
は
、「
妙
風
」
が
第
一
位
の
上
位
に
あ
り
、「
声
風
」

が
第
五
位
の
下
位
に
あ
る
。
こ
れ
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
レ
ベ

ル
（
妙
風
・
感
風
）
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
レ
ベ
ル
（
意
風
）
を
経
て
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
レ
ベ
ル
（
見
風
・
声
風
）
へ
と
下
降
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

「
妙
風
」
は
実
に
霊
妙
な
段
階
で
、「
有
無
を
離
れ
て
有
無

に
亙わ

た

る
」
と
も
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
で
言

え
ば
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
な
ど
神
秘
神
学
や
否
定
神
学
に
見

ら
れ
る
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
言
説
で
あ
る
。
例
え
ば『
ナ
グ
・

ハ
マ
デ
ィ
文
書
Ⅲ　

説
教
集
・
書
簡
』「
雷
・
全
き
ヌ
ー
ス
」（
荒

井
献
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
に
は
、「
私
は
最
初
の
者

に
し
て
最
後
の
者
。
私
は
尊
敬
さ
れ
る
者
に
し
て
軽
蔑
さ
れ

る
者
。
私
は
娼
婦
に
し
て
崇
敬
さ
れ
る
者
。
私
は
妻
に
し
て

処
女
。
私
は
〈
母
〉
に
し
て
娘
。
私
は
母
の
一
部
。
私
は
不

妊
に
し
て
多
産
。
私
は
婚
宴
数
多
く
し
て
非
婚
。
私
は
助
産

婦
に
し
て
産
み
出
さ
な
い
者
。
私
は
私
の
産
み
の
苦
し
み
を

和
ら
げ
る
者
。
私
は
花
嫁
に
し
て
花
婿
。
そ
し
て
、
私
を
産

ん
だ
の
は
父
の
夫
。
私
は
私
の
父
の
母
に
し
て
私
の
夫
の
姉

妹
。
そ
し
て
、
彼
は
私
の
子
孫
。
私
は
私
の
子
孫
の
支
配
者
。

（
中
略
）
私
は
知
識
に
し
て
無
知
。
私
は
控
え
め
に
し
て
大
胆
。

私
は
恥
知
ら
ず
に
し
て
恥
を
知
る
。
私
は
強
力
に
し
て
、
恐

れ
。
私
は
戦
争
に
し
て
、
平
和
。（
中
略
）
私
は
下
り
に
し
て
、

人
々
が
私
に
上
る
。
私
は
有
罪
判
決
に
し
て
、
無
罪
放
免
。

私
は
と
い
え
ば
、
私
は
罪
な
き
者
に
し
て
、
罪
の
根
の
出
自
」

な
ど
と
い
う
逆
説
集
と
も
言
え
る
「
反
対
の
一
致
」

（coincidentia oppsitorum
u

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
）
を
展

開
し
て
い
る
。

世
阿
弥
の
言
う
最
上
位
の
芸
位
の
「
妙
風
」
も
そ
の
よ
う

な
「
反
対
の
一
致
」
の
神
学
（
教
学
）
の
範
疇
に
あ
る
も
の
と
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見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
、
中
国
天
台

宗
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
第
六
祖
の
妙
楽
大
師
湛た

ん

然ね
ん（

七
一
一

─
七
八
二
）
の
説
い
た
「
天
台
妙
釈
」
が
引
か
れ
る
。
表
章
校

注
の
『
世
阿
弥 

禅
竹
』（
岩
波
書
店
、一
九
七
四
年
）
の
補
注
に
は
、

こ
の
「
妙
釈
」
は
通
常
湛
然
著
の
『
法
華
文
句
記
』
か
『
法
華

玄げ
ん

義ぎ

釈し
ゃ
く

籤せ
ん

』
を
指
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
こ
れ
と

同
等
の
言
葉
は
な
く
、
こ
れ
は
中
国
天
台
宗
第
三
祖
（
実
質

上
は
開
祖
）
の
智ち

顗ぎ
（
五
三
八
─
五
九
七
）
著
述
の
『
摩
訶
止
観
』

の
中
の「
言
語
道
断
、心
行
所
滅
、故
名
不
可
思
議
境
」と『
妙

法
蓮
華
経
』の「
妙
」を
つ
な
い
だ
文
句
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。

世
阿
弥
は
「
妙
」
や
「
妙
風
」
を
『
五
位
』
以
外
に
、『
遊
楽
習

道
風
見
』
や
『
九
位
』
や
『
六
義
』
や
『
拾
玉
得
花
』
と
い
う

世
阿
弥
「
神
学
」（
教
学
）
の
重
要
著
作
群
で
頻
回
使
用
し
て

い
る
。

こ
こ
で
の
神
学
言
語
は
「
言ご

ん

語ご

道ど
う

断だ
ん

、
心し

ん

行ぎ
ょ
う

所し
ょ

滅め
つ

」
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
言
葉
で
は
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
意

識
を
超
え
た
境
位
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
、
神
秘
不
可

思
議
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
能
が
神
秘
劇
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
神
秘
劇
の
神
秘
の
神
髄
あ
る
い
は
深
遠
が
、
こ

の
「
言
語
道
断
、
心
行
所
滅
」
と
し
て
繰
り
返
し
表
現
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
こ
れ
が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
レ
ベ

ル
の
「
妙
」
の
芸
境
で
あ
る
。

続
い
て
、
第
二
位
の
「
感
風
」
の
「
感
」
と
は
、「
慮

お
も
ん
ぱ
から

ざ

る
所
に
し
て
心
・
目
を
驚
か
す
。
感
風
は
即
座
・
即
心
・
即

目
に
あ
り
。
気
を
転
ず
る
所
、
更
に
離り

見け
ん

の
見け

ん

感か
ん

と
成
る
」

と
説
明
さ
れ
る
。「
妙
」
の
レ
ベ
ル
は
言
葉
も
心
も
な
い
が
、

こ
の
第
二
位
の
「
感
」
の
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
そ
こ
に
、「
心
・

目
」
の
は
た
ら
き
が
生
ま
れ
る
。「
即
座
」「
即
心
」「
即
目
」

の
は
た
ら
き
で
あ
り
、「
離
見
の
見
感
」
で
あ
る
。
こ
の
「
離

見
の
見
感
」
と
い
う
芸
境
や
『
毛
詩
』（
詩
経
）
の
「
天
地
を
動

か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
」
と
い
う
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
、
こ
の
境
位
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
レ
ベ
ル
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
単
に
メ
ン
タ
ル
（
心
的
・
精
神
的
）
な

レ
ベ
ル
で
も
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
身
体
的
・
物
質
的
）
な
レ
ベ
ル
で
も
、

「
天
地
を
動
か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し
む
」
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
「
霊
妙
」
な
は
た
ら
き
が
な
け
れ
ば
、

天
地
も
鬼
神
も
感
応
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、次
の
第
三
位
の
「
意
風
」
で
、内
外
に
「
顕あ

ら

わ
れ
」

出
る
。
こ
こ
で
世
阿
弥
は
、
こ
う
述
べ
る
。「
意
と
い
つ
ぱ
、

内
に
成
す
所
の
意
風
、
外
に
顕
は
れ
、
至
妙
の
感
を
成
す
。
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浅せ
ん

深じ
ん

を
顕
は
し
、
諸
体
の
風
根
と
成
る
。

こ
れ
、
面
白
き
花
を
見あ

ら

は
す
種
也
」。

こ
こ
で
、
二
種
の
「
あ
ら
は
れ
」
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
顕
の
あ
ら

は
れ
」、
二
つ
め
が
「
見
の
あ
ら
は
れ
」

で
あ
る
。
心
の
内
か
ら
外
に
「
あ
ら
は

れ
」
る
時
に
「
至
妙
の
感
」（
こ
の
上
な
く

妙
な
る
感
覚
）
が
現
わ
れ
、「
浅
深
」
が

露あ
ら

わ
に
な
る
。
要
す
る
に
、「
花
」
が

見
ら
れ
る
事
態
に
入
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、「
意
風
」
は
「
面
白
き
花
を
見
は

す
種
」
と
説
明
さ
れ
る
の
だ
。
こ
れ
を

ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
の
「
生
命
の
木
」

の
十
の
セ
フ
ィ
ロ
ト
の
中
の
第
六
位
テ
ィ
フ
ァ
レ
ト

（T
iphereth 

美
）
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
に
も
下

に
も
通
じ
る
真
ん
中
の
芸
位
。
こ
こ
が
要
の
枢
軸
と
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
は
、「
意
中
に
景
有
り
、
景
中
に
意
有
り
」

と
も
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
意
識
と
景
色
、
内
と
外
と
が

反
転
内
通
し
合
う
境
位
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

続
く
、
第
四
位
の
「
見
風
」
は
「
舞ぶ

風ふ
う

に
顕
は
れ
」、「
目

前
に
芸
能
の
証
見
を
顕
は
す
」
と
説
明

す
る
。
こ
こ
で
は
、
は
っ
き
り
と
視
覚

的
で
身フ

ィ
ジ
カ
ル

体
的
な
レ
ベ
ル
で
見
ら
れ
、
証

明
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
水
」
を

視
る
際
に
「
波
」
を
視
れ
ば
よ
い
と
い

う
『
孟
子
』
の
説
明
が
引
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。

第
五
位
の
「
声
風
」
は
最
下
位
に
位

置
し
て
は
い
る
が
、し
か
し
、こ
の「
風
」

位
こ
そ
が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
レ
ベ
ル

へ
の
穴
と
な
る
、
最
初
の
回
路
で
あ
る
。

こ
の
聴
覚
レ
ベ
ル
の
感
受
が
、「
音お

ん

感か
ん

心し
ん

耳に

」
に
通
じ
る
も
の
で
、
こ
こ
か
ら

第
一
位
の
「
妙
風
」
ま
で
そ
の
回
路
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

琵
琶
法
師
の
名
人
の
「
耳
な
し
芳
一
」
を
例
に
取
る
ま
で
も

な
く
、
霊
へ
の
道
、
す
な
わ
ち
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
レ
ベ
ル
へ

の
道
行
は
、「
耳
」、
す
な
わ
ち
「
声
」
の
感
受
を
通
路
と
す
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
謡
」
が
能
の
根
幹
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
『
五
位
』
の
構
造
を
示
せ
ば
、
図
の
よ
う
に
な
る
。

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
）

「五位」の構造


